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日越大学メールマガジン 

日越大学ニュース 

【日越大学設立７周年】 

日越大学は、2021 年 7 月 21 日に設立 7 周年を迎え

ました。 

昨年は学士課程日本学プログラム（BJS）が開講し、

今年も新たにコンピュータサイエンス＆エンジニア

リングプログラム（BCSE）が開講します。 

日越大学の教育・研究活動にご賛同・ご協力いただ

いている企業さまをはじめとするみなさまへ、改めて

ここに感謝申し上げますとともに、今後も関係者一

同、大学の発展に向け尽力してまいります。 

 

 

【インテージ・ベトナムと産学連携における協定を締結】 

日越大学は、株式会社インテージホールディングス（本社：東京都、代表取締役社長：石塚純晃）の

ベトナム現地法人であるインテージ・ベトナム（本社：ホーチミン、マネジングディレクター：根岸正

美）と産学連携に基づく人材育成を目的とした協定を締結しました。本協定の下、修士課程企業管理プ

ログラム（MBA）を中心に、日本とベトナムを繋ぐマーケティングやデータサイエンス分野の人材育成

に係る取組みを実施します。 

 

主な産学連携活動 

• インテージ・ベトナムの専門性の高いスタッフによる実践的な講演・セミナーの開催 

• マーケティングリサーチの現場で学べるインターンシップの実施 

• 学生の視点から在越日系企業へマーケティングの課題を提言するプログラムの実施 
 

企業紹介 

❖ 株式会社インテージホールディングス 

https://www.intageholdings.co.jp/ 

❖ インテージ・ベトナム https://www.intage.com.vn/ 

 

  

1960年に創業して以来、市場調査の専門機関として、マーケティングリ

サーチを中核に、ビジネスインテリジェンス事業やヘルスケア領域の情

報サービスを展開する、極めてユニークな企業グループを形成してい

る。 

 

2002 年に設立。2012 年にインテージグループに参入。定量・定性調査

を通したインサイト発掘を得意とし、日系・ベトナム・韓国と幅広い企

業のベトナムでのマーケティングを支援する。日本の技術とノウハウを

ベースに、ベトナムにおける環境変化に対応した、クライアントの意思

決定に真に役立つ情報を提供している。 

インテージ・ベトナムによる MBA を対象にし

た特別講座の様子（2021 年 4 月） 

https://www.intageholdings.co.jp/
https://www.intage.com.vn/
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修士課程プログラムニュース：  

【修士課程 5 期生による日本語ポスター発表会】 

 修士課程の必修科目である日本語教育プログラム（JLE）の全 90 時間の受講を完了した学生が「ポ

スター発表会」にて、これまでに習得した日本語の成果を披露しました。JLE は初級・中級・上級クラ

スで構成されており、初級クラスはグループ発表、中級・上級クラスは学生の研究内容を個別に紹介

する発表形式で実施しました。作成されたポスターは、日本語の表現や挿入しているイラストなど、

大変工夫されたものでした。 

初級クラスの学生は、9 つのグループに分

かれて、ベトナム文化の紹介、また日本文

化とベトナム文化の比較をテーマに発表し

ました。ベトナムでも現在深刻化しつつあ

るコロナに焦点を当て、ベトナムに暮らす

日本人に向けてコロナ禍での生活に関する

アドバイスをするグループもありました。 

中級クラスでは、一人ずつ個人の研究テー

マ（ベトナムの環境、教育等の社会問題な

ど）に関する問題提起、調査結果に基づく

分析結果を発表しました。発表後の質疑応

答では、質問者や発表者間で議論にも発展

する場面もありました。 

上級クラスの学生は、自身の研究の手法に

対して教員から挙がった指摘やアドバイス

を聞き入れつつ、その手法にいきついた経

緯など自らの意見をしっかりと主張しなが

ら流暢な日本語で説明できていたことがと

ても印象的でした。 

イベントを終えて～教員からのコメント～ 

ポスター発表会は毎年当日までどうなるのかハラハラするものですが、どの発表も完成度が高く、内容

も興味深いものでベトナム人の底力を再確認することができました。この発表会を通じて、発表者も日

本語を相互理解のツールとして実感したはずです。カリキュラム改正に伴い、修士課程の学生によるポ

スター発表会は今回が最終回となりましたが、今後も日本語の習得に意欲的な学生の語学能力が向上す

るようサポートしてまいります。 
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【日越大学・神戸女学院大学共催「サマープログラム」を実施】 

 8 月 5 日から 20 日にかけて、日越大学と神戸

女学院大学の共催によるオンライン・サマープロ

グラムを実施しました。初めに技能実習生の問題

や日越の食文化について、ゲスト講師による講義

を聴講した後、グループごとに議論や情報収集を

進めて、最終発表会を実施しました。本プログラ

ムに先立つ 7 月 1 日には、日本の学生向けに、日

越大学の Nhung 講師と、伊藤専門家による、ベト

ナム語と、ベトナムの社会と文化についてのキッ

クオフ講義が実施されています。 

 プログラム最終日となる 8 月 20日（金）には、

各グループが事前に準備した資料をもとに、二つ

の国の食事の仕方や、日本のお盆とベトナムの

Vu Lan 祭の比較、あるいは両国の自然災害や交

通機関の問題についてなど、多岐にわたるテーマ

について、順番に発表しました。各グループは、

日本語と英語を駆使するだけでなく、動画の撮影

と編集、あるいはオリジナルゲームを作成するな

ど、いずれも個性的な方法で発表を行い、プログ

ラムを盛り上げました。 

 日本からは神戸女学院大学、ベトナムからは日越大学と貿易大学の学生の全 52 名が参加し、通訳

は、日越大学地域研究プログラムの修了生で、JICA プロジェクトに従事する傍ら、貿易大学の非常勤

講師として「日本社会」を講義している Nguyen Quang Dieu さんが務めました。プログラム全体の最

後に成績発表が行われ、日本とベトナムの公共交通機関について比較研究したグループが優勝してい

ます。 

 

日越大学と神戸女学院大学では、今後も連携して、交流プログラムを実施していく予定です。 

 

【プログラム全体スケジュール】 

1. 7 月 1 日 キックオフセミナー（日本の学生向け） 

「ベトナム語の紹介」（日越大学日本語教育プログラム Le Cam Nhung 講師） 

「ベトナムの社会と文化」（日越大学地域研究プログラム 伊藤まり子講師・専門家） 

2. 8 月 5 日 第１回ワークショップ・特別講義 

「日本で急増するベトナム人技能実習生の現状」（広島国際学院大学 川越道子准教授） 

「食をめぐる文化交流・変容」（立命館大学 朝倉敏夫教授（国立民族学博物館名誉教授）） 

3. 8 月 20 日 第２回ワークショップ・グループ発表各テーマ 

A:日本とベトナムの関係/日本とベトナムの食文化の違い 

B:アー・ダオと芸者のイメージを分析する 【第 2 位】 

C:お盆とブラン祭りの特徴 

D:自然災害とベトナムと日本の強いつながり 

E:ベトナムと日本のお正月について  【第 3 位】 

F:日本とベトナムの公共交通機関比較研究 【第 1 位】 
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学生紹介： 

 修士課程地域研究（ベトナム）プログラム 4 期生の渡辺明莉（わた

なべ めいり）です。 

私は、神田外語大学で第二言語としてベトナム語を学び、その後、約

4 年の社会人経験を経て、ベトナムについて包括的に学び直したいと

思い、2019年に日越大学へ入学しました。 
 

この 2 年間、講義やインターンシップ、ベトナムでの生活において、

多くの先生方や職員の皆様に親身になって助けていただきました。同

級生も講義のわからない点など、とても親切に教えてくれました。私

は、お礼に友人達の日本語学習・テスト勉強を積極的に手伝い、相互

に助け合える生涯の良い関係を築くことが出来ました。 

 

修士課程地域研究（ベトナム）プログラムは、ベトナムについて包括的に学びたい学生にぴったりの

カリキュラムで、法律、政治、歴史や文化など幅広く、そして、その道の第一人者の先生方から学ぶこ

とが出来ました。サステイナビリティ学について学ぶ共通科目では、様々な大学の先生による講義が行

われ、他分野・多国籍の友人達と共に公害・環境問題について考え、議論する機会もありました。学生

間の交流を通して多文化を知る、国際色豊かな学生生活でした。また、JICA ベトナム事務所での約 3 か

月間のインターンシップの機会をいただき、本当に幸運でした。ハノイの都市鉄道やベトナムの少数民

族支援に関するリサーチとレポート作成、JICA 主催のカンファレンスに関する月報記事の草案作成、イ

ベントへの出展企画策定とサポート業務を行いました。JICA 職員の皆様および専門家の皆様の手厚い

サポートもあり、とてもチャレンジングで良い経験が出来ました。関係者の皆さまには、大変、感謝い

たします。 

 

 

 

 今後の進路については、現在、修士論文を執筆中の

ため、まだ決まっていませんが、ベトナムで就職した

いと考えています。そして、私は越日希望の轍プロジ

ェクト（IEVJ）という団体にボランティアコーディネ

ーターとして所属しており、技能実習生や留学生とし

て日本に渡航するベトナム人の支援に携わっていま

す。卒業後も、引き続き、同支援活動を続けていきた

いと思います。 

 

 

 

渡辺明莉さん（写真右） 

フィリピン、ミャンマー、ベトナム、 

日本と国際色豊かな学生生活の様子 

写真左： 

討論会の様子 

 

写真右： 

JICA ベトナム事務所の皆

さんとのランチの様子 
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９月の行事 

 9 月 2 日 東洋大学・学生交換協定署名式 

 9 月 3 日 法政大学主催：4 か国日本語交流会（法政大学＜日本＞、釜山外国語大学＜韓国＞、天津外国

語大学＜中国＞、日越大学＜ベトナム＞） 

 9 月 8 日 三谷産業・小金井精機連携講座：特別セミナー（講師：早稲田大学 藤本隆宏 教授） 

（ホームページ） 

https://vju.ac.vn/images/upload_file/Program%20for%20Special%20Seminar%208%20Sep_1629778763.pdf 

（Facebook） 

https://www.facebook.com/VJUjp/posts/4583756708323654 

 9 月下旬 昭和女子大学との交流会 

日越大学の情報発信 

日越大学ホームページ： https://vju.ac.vn/en  

日越大学Facebook：（日本語）https://www.facebook.com/VJUjp 

（ベトナム語）https://www.facebook.com/vnu.vju 

JICAホームページ： https://www.jica.go.jp/project/vietnam/057/index.html 

 

お問い合わせ 

日越大学 日越大学教育・研究・運営能力向上プロジェクトメールマガジン編集委員会 

E-mail: mail.magazine@vju.ac.vn  

 

【メール配信停止・変更】配信停止・宛先の変更・追加をご希望の方は、日越大学 日越大学教育・研

究・運営能力向上プロジェクトメールマガジン編集委員会までメールにてご連絡頂けますと幸甚です。 

https://vju.ac.vn/images/upload_file/Program%20for%20Special%20Seminar%208%20Sep_1629778763.pdf
https://www.facebook.com/VJUjp/posts/4583756708323654
mailto:mail.magazine@vju.ac.vn

